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日本への旅行前 韓国は「福岡・大阪旅行」、台湾は「北海道旅行」をネット検索 

訪日旅行客の消費額は統計以降、過去最高額に 

アウンコンサルティング 2023 年訪日外国人客動向まとめを発表 

 

国内外の拠点でグローバルマーケティング業（※）を展開しているアウンコンサルティング株式会社

（東証スタンダード市場：2459、本社：東京都千代田区、代表取締役CEO：信太明、以下「アウンコンサ

ルティング」）はこの度、「2023年訪日外国人の年間動向と2024年の予測」をまとめましたので、お知ら

せいたします。 

 

（※）SEO (検索エンジン最適化)、SEM（検索エンジンマーケティング）、インターネット広告など 

(サービス概要:https://www.auncon.co.jp/service/service/) 

 

 

■本調査について 

・調査背景：海外 SEO や海外広告等、グローバルマーケディングを行うアウンコンサルティングで特に

需要の高い訪日外国人客の動向について調査 

・調査方法：各出典元のデータを用いてアウンコンサルティングが分析 

・調査実施日 ：2024 年 2 月 5 日 ～ 2024 年 2 月 8 日 

・調査対象期間 ：2012 年〜2023 年 

 

※ 当データを使用の際は「アウンコンサルティングの調査」等クレジットの記載をお願いいた

します。 

 

 

調査結果のサマリー  

2019 年に訪日客として 1 位だった中国は影を潜め、韓国、台湾からの訪日客が増えました。また訪日

旅行客の旅行消費額は統計以降、過去最高額となり、モノの消費からコトの消費へと移行している傾

向も見られます。2023 年の訪日外国人旅行消費額は約 5.3 兆円（2019 年対比+9.9％）となり、統計以

降過去最高額を更新しました。円安と比例して国内の商品やサービスの割安感が強まったことで、外

国人観光客の消費も活発になっています。 

 

https://www.auncon.co.jp/service/service/
https://www.auncon.co.jp/service/service/


   

 

   

 

 

調査結果① 訪日客の 27.8％が韓国、次いで台湾からの訪日、中国が鈍化 

 訪日客を国・地域別で見ると、1位が韓国695万人（2019年対比+137万人、+24.6％）、2位が台湾420

万人（2019年対比▲68万人、▲14.1％）、3位が中国242万人（2019年対比▲716万人、▲74.7％）となり

ました。 

韓国においては、円安や日本各地への地方路線の増便・復便等の影響だけでなく、Z世代の若者を

中心にＪ-POPやアニメなどの日本文化が流行していることが訪日客数の増加に繋がっていると考えら

れます。また、中国においては、2023年8月に団体旅行が解禁されるなど、中国政府による規制が緩

和されたものの、東京電力福島第一原子力発電所の処理水放出の影響や、中国経済の減速もあって

効果は限定的であり、回復は鈍化しました。 

 

 

 

 

出典：日本政府観光局(JNTO) 日本の観光統計データを参考にアウンコンサルティングで加工 

 

  



   

 

   

 

調査結果② 旅行先の下調べ、韓国は「福岡旅行」、台湾は「北海道旅行」をネット検索 

 以下は、調査した8ヶ国・地域の「東京旅行」、「大阪旅行」、「京都旅行」、「福岡旅行」、「北海道旅行」

の検索数の合計値をまとめたものです。日本政府が添乗員の同行を伴わないパッケージツアーの受

け入れを開始した2022年8月以降に検索数が伸びていることが分かります。 

 

【 Google AdWords 検索数】 

 

※Google AdWords キーワードプランナーツール利用による検索数データ 

※調査対象国・地域：韓国・台湾・香港・タイ・マレーシア・フィリピン・アメリカ・オーストラリア 

 ※検索キーワード 

・東京旅行：도쿄 여행、東京 旅遊、tokyo travel 

・大阪旅行：오사카 여행、大阪 旅遊、osaka travel 

・京都旅行：교토 여행、京都 旅遊、kyoto travel 

・福岡旅行：후쿠오카 여행、福岡 旅遊、fukuoka travel 

・北海道旅行：홋카이도 여행、北海道 旅遊、hokkaido travel 

 

 また、訪日客の多い韓国・台湾のキーワード別の検索数をみてみると、韓国は「福岡旅行」、「大阪旅

行」の検索数が多いのに対して、台湾では「北海道旅行」が圧倒的に多い結果となりました。1 年中温

暖な気候で冬らしい冬を感じられない台湾人にとって、北海道の雪景色やスキーなどのアクティビティ、

自然豊かな大地でとれる食材、旭山動物園などの観光地が人気の理由にあげられます。コロナ禍前

の 2019 年 5 月に当社が調査した【世界 13 カ国の親日度調査 vol.2】において、「今後行きたい観光

地はどこですか？」の問いに対して、台湾の 1 位は「北海道」となりました。コロナ禍前から台湾での北

海道人気が継続していることが分かります。 

 

https://www.auncon.co.jp/wp-content/uploads/2022/09/0514.pdf


   

 

   

 

 

※Google AdWords キーワードプランナーツール利用による検索数データ 

 

  



   

 

   

 

 

調査結果③ 訪日旅行客の旅行消費額は統計以降、過去最高額 

2023年の訪日外国人旅行消費額は約5.3兆円（2019年対比+9.9％）となり、過去最高額を更新しまし

た。円安により国内の商品やサービスの割安感が強まったことで、外国人観光客の消費も活発になっ

ています。費目別では宿泊費が約1.8兆円（2019年対比+29.4％、構成比29.4％→34.6％）と最も多く、

買い物は約1.3兆円（2019年対比▲16.4％、構成比34.7％→26.4％）と減少しており、買い物よりも体験

を重視する傾向が強まっています。 

 

 

 

 

 

出典：日本政府観光局(JNTO) 日本の観光統計データを参考にアウンコンサルティングで加工 

  



   

 

   

 

 

また、アジアおよび欧米豪 14 カ国・地域の日本滞在中支出は、すべての国・地域で 2019 年の平均

消費金額を上回る結果となりました。マレーシア、インド、イギリス、アメリカでは、買物代の増加率が

100％を超えており、円安がインバウンド消費の追い風となっていることが伺えます。また、台湾、香港、

中国、インドネシア、フィリピンでは、買物代よりも宿泊料金や娯楽サービス費の増加率が高く、ここで

も体験を重視する旅行ニーズに変化していることが分かります。 

 

 なお当社ウェブサイトでは、 本調査結果のより詳細な分析データ「2023 年訪日外国人の年間

動向と 2024 年の予測」(https://www.auncon.co.jp/press/release/2024-02-15/) を掲載して

います。ぜひご覧ください。 

 

 インバウンド業界を取り巻く環境は未だ不安定な状況が続きますが、可能な限り準備と対策を行うこ

とが大切です。当社もインバウンドマーケットの成長に少しでも貢献できるよう、尽力してまいります。 

 

※プレスリリース本文に出てくる各社サービス名称は、各社の登録商標または商標です。 

 

 

 

 

 アウンコンサルティング株式会社 

［事業内容］ 国内外含むアジア数拠点で SEO、PPC（リスティング広告）などのグローバルマーケテ

ィング事業を展開 

［設立］    1998 年 6 月 8 日 

［本社］  東京都千代田区丸の内二丁目 2 番 1 号 岸本ビルヂング 6F 

［代表者］ 代表取締役 CEO 信太明 

［社員数］ 66 名（正社員のみ 55 名、2023 年 11 月末現在） 

［資本金］ 100,000 千円（資本準備金 538,774 千円、2023 年 11 月末現在） 

［URL］ https://www.auncon.co.jp 

［プレスリリースに関するお問合せ］ 広報担当 佐野／TEL：0570-05-2459 MAIL：pr@auncon.co.jp 

https://www.auncon.co.jp/

